


皮膚状態の記録表

かゆみ状態チェック表

かゆみの状態 チェック欄

かゆみが観察されない

時々自分で掻いたり咬んだりするが、正常と差が無い

自分で掻いたり咬んだりし、少し落ち着きが無い

度々自分で掻いたり咬んだりし、落ち着きが無い

頻繁に自分で掻いたり咬んだりし、しばしば激しく動き回る

常に自分で掻いたり咬んだりし、常に激しく動き回り、
家族が夜寝ることができない

観察日　 　　月　　　　 日 次回観察予定日　 　　月　　　　 日
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治療薬が効いているのかどうか判断するため、定期的に皮膚の
状態を記録しておきましょう。

犬アトピー性皮膚炎では以下の部位に症状が認められやすい
です。

左図を参考に、特に皮膚の症状が気になる箇所を3箇所選び、
皮膚に以下の3つの状態が認められるかどうか観察して下さい。
評価はそれぞれ、

の4段階評価で行って下さい。

皮膚状態の記録

０ :なし　1 :軽度　2 :中等度　3 :重度

皮膚が濃いピンクや赤色をしている。

皮膚の赤み

皮膚がゴワゴワに厚くなって強く乾燥し、キメが粗く
なっている。象のような皮膚。

皮膚の苔癬化（たいせんか）

掻いてしまって傷がついたり、毛が全体的または局所的
に抜けている。

引っかき傷 / 脱毛

また、かゆみの程度についてもチェックしておきましょう。
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